
2 月定例会

提供／長崎県議会　お問い合わせ先／議会事務局（政務調査課）

総務委員会 委員長／浅田 ますみ

【質問】長崎県迷惑行為等防止条例の改正の背景は
なにか。
【答弁】現行の条例で規制できない業種においても
悪質な客引きが常態化していることから、それらを
取り締まり、安全安心な社会をつくるため所要の改
正を行う。
【主な論議事項】ながさきSociety5.0推進プラン
について／過疎対策について／地方機関の再編に
ついて／人身安全関連事案への取組について／離
島の夜間緊急搬送ヘリについて／長崎県行財政運
営プラン２０２５（案）について　等

文教厚生委員会 委員長／浦川 基継

【質問】県立大学の県内就職率向上について、求人
企業の開拓にどのように取り組んでいるのか。
【答弁】昨年度から 県立大学OB等が就職した企業
を中心に企業訪問を実施し、状況の把握やインター
ンシップ受け入れの聞き取りなどの取り組みを
行っている。
【主な論議事項】財産の取得について／長崎県再
犯防止推進計画（案）について／ワクチンの優先接
種と情報発信等について／情報セキュリティ産学
共同研究センター（仮称）の取り組みについて　等

環境生活建設委員会 委員長／中村 一三

【質問】長崎県観光振興基本計画に関し、リピー
ター率を向上させるため、どのような取り組みを
行っていくのか。
【答弁】長崎でしかできない体験や食、歴史・文化を
体感していただくため、市町と連携した観光まちづ
くりを推進するとともに、情報発信をしっかりと
行っていく。
【主な論議事項】契約の締結について／公の施設
の指定管理者の指定について／建設工事従事者の
安全及び健康の確保に関する長崎県計画(案)につ
いて　等

農水経済委員会 委員長／久保田 将誠

【質問】長崎県漁港管理条例を改正する背景は。
【答弁】昨年４月に長崎港に停泊していたコスタ・
アトランチカ号での新型コロナウイルス感染のク
ラスター発生事例を受け、県港湾管理条例が改正さ
れたことから、同様の改正を行うものである。
【主な論議事項】Ｎぴかの実績と効果について／
漁業協同組合の合併の進捗状況について／ながさ
き森林環境税の成果について／事業承継の推進に
ついて　等

予算決算委員会 委員長／山本 由夫

【質問】農林業でのスマート農林技術導入による主
な取り組みは。
【答弁】水稲では、直進アシスト付のトラクターや
田植え機、ラジコンの草刈機、露地野菜では、生産出
荷予測システムやＡＩを利用した自動選果システ
ム、施設園芸では、環境制御技術による単収向上に
取り組んでいく。
【主な論議事項】新型コロナウイルス感染症対策
について／県民所得向上対策について／新幹線開
業に向けた取組について／佐世保重工業等の離職
者対策について　等

「離島・半島地域の振興対策に関する意見書」において、
①離島・半島地域振興対策については、一次産業におけるＩＴ化の導入支援、水産物の
　産地における流通・加工機能の強化、農業関係予算の確保・充実、地域に合った農地
　の基盤整備や水田の畑地化の推進、半島地域振興施策の積極的な取組、新型コロナ
　ウイルス感染拡大防止のための対策・支援の強化
②有人国境離島法対策については、特定有人国境離島地域社会維持推進交付金の予算
　規模の維持及び交付金対象事業の拡充、雇用機会拡充事業の課題の分析や優良事例
　の他市町への横展開、漁業者の安全と操業の安定に向けた国への働きかけ
③離島地域航路・航空路対策については、離島地域航路・航空路の維持に向けた支援・
　取組
などを要望しました。

人口減少・雇用対策特別委員会 委員長／山口 初實 観光振興・交通対策特別委員会 委員長／八江 利春 離島・半島地域振興特別委員会 委員長／山下 博史

「人口減少・雇用対策に関する意見書」において、
①社会減対策について、新たな基幹産業の創出による良質な雇用の場の創出と経済の
　好循環の実現、新たな地方回帰の流れを踏まえた通信環境の整備や就職・転職支援
　等の環境等整備、統計データの利活用による要因分析を通じた実効性の高い施策の
　実施
②人材確保対策について、雇用環境等の悪化に対する全庁を挙げた対策や適時適切な  
　支援の実施、情報関連産業を本県の成長産業とするため大学をはじめとした産学官
　金連携の推進と資格取得支援やリカレント教育等の充実
③若者・女性対策について、若者や女性に選ばれる魅力的な働く場の創出、女性が働き
　やすい場を整えている企業の見える化や情報発信等の推進、キャリヤ教育やふるさ
　と教育のさらなる充実
などを要望しました。

「観光振興及び交通対策に関する意見書」において、
①ＩＲ対策について、区域認定を獲得することができる区域整備計画の作成、交通ア
　クセスの強化、県民の理解促進、ギャンブル依存症などへの十分な対策
②新幹線対策について、新鳥栖～武雄温泉間のフル規格による整備実現、並行在来線
　等の諸課題の解決、新幹線駅周辺のまちづくりの促進、開業効果の向上・波及拡大
③観光振興対策について、コロナ禍の経験を踏まえた観光振興施策の推進、県内や近
　隣県からの観光需要の掘り起こしと取り込み
④国際戦略について、コロナ収束後を見据えた戦略的・計画的な取組、本県の魅力や安
　全・安心への取組に関する情報発信の強化
⑤交通対策について、長崎空港の24時間化の実現及び国際定期航空路線の再開・誘致
　に向けた取組
などを要望しました。
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審査した案件と結果

 洋上風力発電について

山口 初實 〈諫早市／改革２１〉山下 博史 〈佐世保市・北松浦郡／自由民主党〉

石木ダムの
整備推進について

♯7119救急安心センター
の設置について

〈東彼杵郡／自由民主党・県民会議〉

対馬における特別支援
教育の充実について
坂本 智徳 〈対馬市／自由民主党〉

島原半島の
道路整備にについて
中島 浩介 〈南島原市／自由民主党・県民会議〉坂本 浩 〈長崎市／改革２１〉

【
質
問
】コ
ロ
ナ
の
蔓

延
に
伴
い
、住
民
が
救

急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
、

真
っ
す
ぐ
病
院
に
行

く
べ
き
か
迷
う
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。迷
っ
た

際
の
相
談
窓
口
と
し

て
、国
は
♯
7
1
1
9

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー

事
業
を
推
進
し
て
い

る
が
、本
県
で
は
未
設

置
で
あ
り
、設
置
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

【
答
弁
】国
の
財
政
措

置
の
見
直
し
な
ど
を

踏
ま
え
、関
係
部
局
と

連
携
し
、市
町
な
ど
と

事
業
の
導
入
に
つ
い

て
さ
ら
に
意
見
交
換

を
重
ね
て
い
く
。

【
質
問
】対
馬
市
は
県

と
共
同
で
洋
上
風
力

発
電
ゾ
ー
ニ
ン
グ
導

入
可
能
性
検
討
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、具
体
的
な
県
の
取

組
と
対
応
は
。

【
答
弁
】令
和
元
年
度

か
ら
今
年
度
に
か
け

て
対
馬
市
、壱
岐
市
の

周
辺
海
域
に
お
け
る
、

ゾ
ー
ニ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
た
。今
後
、洋

上
風
力
発
電
事
業
の

実
施
候
補
海
域
の
選

定
に
向
け
て
、地
元
自

治
体
が
主
体
と
な
っ

て
、関
係
漁
業
者
等
と

の
協
議
を
行
う
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

【
質
問
】石
木
ダ
ム
に

反
対
さ
れ
る
住
民
と

生
活
再
建
や
地
域
振

興
に
向
け
て
意
見
交

換
の
場
を
設
け
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

【
答
弁
】反
対
住
民
の

方
々
と
は
、令
和
元
年

9
月
に
面
会
が
実
現

し
、そ
の
後
も
話
し
合

い
の
機
会
が
持
て
る

よ
う
検
討
を
進
め
て

い
る
。
条
件
が
整
え

ば
、静
か
な
環
境
の
も

と
話
し
合
い
を
行
い

た
い
と
考
え
て
お
り
、

今
後
も
そ
の
実
現
に

向
け
て
努
力
す
る
。

【
質
問
】対
馬
市
に
は
、

特
別
支
援
学
校
の
小

学
部
と
中
学
部
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
が
、

今
後
の
設
置
に
向
け

て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

【
答
弁
】一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
最
適
な
学
び

の
場
を
十
分
に
考
慮

し
、設
置
場
所
や
通
学

方
法
を
踏
ま
え
た
上

で
、就
学
が
見
込
ま
れ

る
人
数
の
精
査
が
必

要
で
あ
る
。今
後
、対

馬
市
教
育
委
員
会
と

連
携
し
協
議
を
進
め

な
が
ら
、設
置
の
可
能

性
を
検
討
し
た
い
。

行政のデジタル化
推進について

コロナ禍における
県の取組について

下条 博文 〈長崎市／自由民主党〉

鷹島水中遺跡について

石本 政弘 〈松浦市／自由民主党・県民会議〉

障がい者施策について

宮本 法広 〈佐世保市・北松浦郡／公明党〉赤木 幸仁 〈長崎市／改革２１〉
【
質
問
】県
立
高
校
に

お
い
て
1
人
1
台
の

端
末
が
配
布
さ
れ
る

こ
と
で
、具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
部
分
で
生

徒
の
学
び
が
深
ま
る

の
か
。

【
答
弁
】
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情

報
検
索
や
個
々
の
習

熟
度
に
応
じ
た
問
題

演
習
等
、個
別
最
適
化

さ
れ
た
主
体
的
な
学

び
を
通
し
て
、生
徒
の

学
習
意
欲
の
向
上
に

繋
が
る
と
と
も
に
、校

内
外
の
生
徒
同
士
に

よ
る
対
話
的
な
学
び

を
通
し
て
思
考
や
理

解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
期
待
し
て

い
る
。

【
質
問
】
手
話
を
読
み

と
れ
な
い
中
途
失
聴

者
等
の
た
め
に
、会
見

放
送
等
に
音
声
の
認

識
字
幕
を
導
入
す
べ

き
と
考
え
る
が
、県
の

見
解
は
。

【
答
弁
】
音
声
の
認
識

字
幕
は
、リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
情
報
を
伝
達
で

き
る
利
点
が
あ
る
が
、

音
声
認
識
ソ
フ
ト
に

は
、誤
変
換
へ
の
対
応

や
運
用
に
係
る
費
用

等
の
課
題
が
あ
り
、広

く
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。引
き
続
き
、工

夫
を
重
ね
な
が
ら
、今

ま
で
以
上
に
迅
速
か

つ
正
確
な
情
報
提
供

に
努
め
て
い
き
た
い
。

【
質
問
】2
0
2
5
年
の

本
県
の
姿
を
ど
の
よ
う

に
描
き
目
指
し
て
い
く

の
か
。

【
答
弁
】外
国
人
来
訪
者

や
多
様
な
交
流
事
業
が

回
復
・
拡
大
し
、産
業
面

で
も
産
業
構
造
の
転
換

が
進
む
ほ
か
、ま
ち
づ

く
り
の
分
野
で
は
、県

内
各
地
に
交
流
と
に
ぎ

わ
い
が
生
ま
れ
る
よ
う

な
将
来
像
を
描
い
て
い

る
。さ
ら
に
、高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
、離
島
地

域
に
お
い
て
も
将
来
に

わ
た
り
地
域
活
力
を
維

持
で
き
る
よ
う
な
力
強

い
長
崎
県
の
実
現
を
目

指
し
た
い
。

【
質
問
】骨
髄
ド
ナ
ー

支
援
制
度
を
導
入
し

て
い
な
い
県
内
自
治

体
に
ど
う
広
げ
て
い

く
の
か
。

【
答
弁
】こ
れ
ま
で
ス
ク

ラ
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や

市
町
担
当
課
長
会
議
等

で
支
援
制
度
創
設
の
お

願
い
を
し
て
き
た
。大

村
市
、佐
世
保
市
が
既

に
導
入
し
て
い
る
が
、

令
和
3
年
度
の
制
度
創

設
に
向
け
て
長
崎
市
ほ

か
7
市
町
で
予
算
要
求

中
、ま
た
は
実
施
に
向

け
て
検
討
中
と
な
っ
て

い
る
。引
き
続
き
、様
々

な
機
会
を
通
し
て
市

町
へ
制
度
創
設
を
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

2025年の
長崎県の姿について

県立高校のＩＣＴ
教育推進について

宅島 寿一 〈雲仙市／自由民主党〉

骨髄ドナー支援制度の
導入について
北村 貴寿 〈大村市／自由民主党〉

 

　
令
和
3
年
2
月
定
例
会
は
、２
月
24

日
か
ら
3
月
19
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
開
会
初
日
は
、3
つ
の
特
別
委
員
会
か

ら
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、3
件
の

意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、各
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運

営
委
員
会
の
構
成
を
決
定
し
、併
せ
て
、

離
島
・
半
島
地
域
振
興
特
別
委
員
会
、観

光
・
Ｉ
Ｒ
・
新
幹
線
対
策
特
別
委
員
会
及

び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
・
経

済
対
策
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、そ
の
構

成
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
次
に
、「
長
崎
県
議
会
会
議
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
」、「
長
崎
県
議
会
委

員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、

「
長
崎
県
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」の
3

件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
令
和
3
年
度
長
崎
県
一
般
会

計
予
算
」な
ど
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、中

村
知
事
が
県
政
の
重
要
事
項
に
つ
い
て

報
告
し
、当
面
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
所

信
を
述
べ
る
と
と
も
に
、関
連
す
る
議
案

に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、12
名
の
議
員
が
登
壇

し
、令
和
3
年
度
当
初
予
算
案
、九
州
新

幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の
整
備
促
進
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、防

災
減
災
国
土
強
靭
化
5
ヶ
年
加
速
化
対

策
、九
州
・
長
崎
Ｉ
Ｒ
の
整
備
推
進
、行

政
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
、島
原
半
島
の

道
路
整
備
、核
兵
器
廃
絶
お
よ
び
被
爆

者
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
、骨
髄
ド

ナ
ー
支
援
制
度
の
導
入
、2
0
2
5
年

の
長
崎
県
の
姿
、夜
間
中
学
、県
立
高
校

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
な
ど

様
々
な
事
項
に
つ
い
て
活
発
な
論
議
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
3
年
度
の
当
初
予
算
の
総
額
は
、

一
般
会
計
で
7,
4
8
6
億
3,
1
2
1
万

2
千
円
、特
別
会
計
で
1,
9
8
4
億

7,
8
1
4
万
１
千
円
、企
業
会
計
で
75

億
8,
9
8
5
万
2
千
円
と
な
り
、令
和

2
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
た
一
般
会

計
の
伸
び
率
は
3.
1
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、令
和
2
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
、国
の
経
済
対
策
補
正
予
算
へ
の
対

応
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
等
の
た
め
、一
般
会
計
で
1
6
4
億

9,
6
2
7
万
9
千
円
の
増
額
補
正
と
な

り
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、予
算
議
案
を
含
め
98

件
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
、同
意

し
、「
離
島
・
半
島
地
域
の
振
興
対
策
に

関
す
る
意
見
書
」な
ど
３
件
の
意
見
書
を

可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　
瀬
川
議
長
は
3
月
19

日
に
記
者
会
見
を
開
き
、

2
月
定
例
会
を
終
え
て

の
所
感
に
続
き
、県
議
会

の
目
指
す
方
向
性
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、県
民
に
身
近
な
議
会
と

し
て
信
頼
さ
れ
、様
々
な
地
域
課
題
に
対

応
し
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
繋
げ
て

い
く
た
め
、「
政
務
活
動
費
の
抜
本
的
見

直
し
」、「
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
」、「
県
立

大
学
と
の
連
携
」な
ど
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、3
月
23
日
に
県
立
大
学
と
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
が
、県
議
会
と
大

学
と
の
間
の
協
定
は
九
州
に
お
い
て
初

め
て
と
な
り
ま
す
。

【
質
問
】コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
、社
会
的
弱
者

を
め
ぐ
る
様
々
な
課

題
が
顕
在
化
し
て
い

る
が
、県
は
部
局
横
断

の
課
題
共
有
と
支
援

体
制
の
構
築
に
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

【
答
弁
】地
域
福
祉
支

援
計
画
と
し
て
位
置

付
け
る「
第
5
期
長
崎

県
福
祉
保
健
総
合
計

画
」に
お
い
て
、課
題

認
識
を
共
有
す
る
と

と
も
に
、国
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、地
域

福
祉
の
よ
り
一
層
の

充
実
を
図
る
た
め
の

各
種
施
策
を
推
進
す

る
よ
う
関
係
部
局
が

横
断
連
携
し
て
取
り

組
む
。

【
質
問
】島
原
道
路
の
延

伸
と
な
る
南
島
原
市
深

江
町
か
ら
口
ノ
津
港
ま

で
の
早
期
事
業
化
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

【
答
弁
】当
該
区
間
の
整

備
は
、南
島
原
市
の
観

光
や
産
業
の
振
興
を
図

る
上
か
ら
も
大
変
重
要

と
認
識
し
て
お
り
、島

原
道
路
の
事
業
進
捗
を

見
極
め
な
が
ら
、今
後
、

整
備
の
方
向
性
に
つ
い

て
検
討
を
深
め
て
い
き

た
い
。こ
の
た
め
、来
年

度
か
ら
地
域
や
道
路
の

諸
課
題
に
つ
い
て
、地

元
関
係
市
と
意
見
交
換

を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

【
質
問
】本
年
9
月
に
、

国
の
デ
ジ
タ
ル
庁
が
新

設
さ
れ
る
が
、情
報
デ

ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
知

事
の
姿
勢
は
。

【
答
弁
】デ
ジ
タ
ル
社

会
の
形
成
は
県
の
最

重
要
課
題
の
一
つ
と

考
え
て
お
り
、昨
年
9

月
に
産
学
金
官
の
連

携
に
よ
る「
な
が
さ
き

S
o
c
i
e
t
y
5.
0

推
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」を
立
ち
上
げ
、協

議
、検
討
を
深
め
て
い

る
。
行
政
内
部
で
も

I
C
T
に
よ
る
業
務

効
率
化
や
人
材
育
成

に
取
組
み
、ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
県
庁
の

デ
ジ
タ
ル
改
革
を
進

め
て
い
く
。

【
質
問
】木
製
い
か
り

の
引
き
揚
げ
や
保
存

処
理
に
は
多
額
の
費

用
が
か
か
る
。国
や
県

と
し
て
、ど
の
よ
う
な

財
政
支
援
が
考
え
ら

れ
る
の
か
。

【
答
弁
】松
浦
市
が
行

う
鷹
島
海
底
遺
跡
の

発
掘
調
査
は
、国
及
び

県
の
補
助
事
業
の
対

象
と
し
て
お
り
、国
は

調
査
費
用
の
1/2
、県
は

そ
の
残
額
の
2/5
以
内

で
補
助
を
行
っ
て
い

る
。木
製
い
か
り
の
引

き
揚
げ
や
、そ
の
後
の

保
存
処
理
の
作
業
に

つ
い
て
も
、こ
れ
ま
で

と
同
様
の
枠
組
み
で

財
政
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

令和３年２月定例会が開催され活発な論議が交わされました。議長記者会見を行いました。

長崎県議会では、昨年2月に３つの特別委員会を設置し、それぞれ特定の事項について審査を行い、この度、意見書を提出しました。

〇離島・半島地域の振興対策に関する意見書
〇観光振興及び交通対策に関する意見書
〇人口減少・雇用対策に関する意見書

可決された意見書

〈4月1日から名称変更〉


